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令和４年９月８日 

令和４年度 飯南町総合振興計画等評価委員会



 

 

１ はじめに                                                            

令和４年度の評価委員会では、令和２年度より開始した「第２次飯南町総合振

興計画後期基本計画・第２期飯南町総合戦略」の２年目を評価いたしました。 

 令和３年度の施策実施状況について説明を受け、意見交換を行うとともに、こ

れまでの成果について確認をいたしました。 

 答申書の作成にあたり、地域住民や各種団体から選ばれた幅広い委員の意見

を取りまとめておりますので、住民と企業・団体・行政が協働したまちづくりの

ための政策・施策の検討資料、また「飯南町総合振興計画・飯南町総合戦略」の

施策推進の参考資料として皆様にご周知いただきますようお願いします。 

 

２ 評価委員会の目的 

 飯南町総合振興計画等評価委員会設置要綱の規定により、「飯南町総合振興計

画・飯南町総合戦略」の進捗状況等について評価を行い、住民と行政が協働し、

地域の特性にあった個性豊かで住民が真に暮らしやすいまちづくりを推進する

と定められています。 

同要綱に沿い、飯南町を取り巻く現状と課題の把握と「飯南町総合振興計画・

飯南町総合戦略」の達成、進捗状況の評価を行いました。 

 

３ 評価の方法 

 「飯南町総合振興計画・飯南町総合戦略」に掲げる施策の実施状況や進捗など

を所管課から説明を受け、意見交換を通じて評価委員より助言・提案を行いまし

た。 

 また、地域住民等への施策説明などを行う際の参考になるものと考え、委員か

ら出た質問についても取りまとめています。 

 

４ 評価の状況 

１）評価委員による総評 

KPI については、コロナ禍にもかかわらず、社会増減がプラスになっており、

新規就農者等の目標数値も達成されていて、定住の推進等に成果が出ていると

思います。しかし、幅広い年代を狙いすぎているように感じるので、力を振り向

ける部分を絞るとさらに成果が出るのではないかと思います。 

 

 



 

 

 

２）総合振興計画等目標指標の状況（抜粋） 

目標指標 基準値（H30） 
令和３年 

実績値 

基準値 

比較 

目標値 

（R6） 

出生数 

119人／5年 

年 23.8人 

（H27-R1） 

18人 ↘ 
150人／5年 

年 30人 

（R2-6） 

社会増減数 
±0人／年 

（H27-R1） 
+7人 ↗ 

+5人／年 

（R2-6） 

婚姻数 
14組／年 

（H26-30） 
7組 ↘ 

20件／年 

（R2-6） 

飯南高校生徒数 174人 174人 → 175人以上 

入込観光客数 424,251人 355,249人 ↘ 450,000人 

ふるさと納税件数

と納税額 

4,896件 

141,885千円 

3,851件 

162,417千円 

↘ 

↗ 

6,500件 

200,000千円 

Ｕターン 

移住者数 

9.5人／年 

(H27-30) 
4人／年 ↘ 

13人/年 

（R2-6） 

Ｉターン 

移住者数 

38人／年 

（H27-30） 
34人／年 ↘ 

40人／年 

（R2-6） 

  



 

 

 

３）評価委員からの評価・意見・提案・質問等 

※飯南町総合振興計画に沿って記載 

 

１ 自治・協働 

 ～住民が主役の協働のまちづくりを進める～ 

基本施策１－１ 住民主体のまちづくりの推進 

意見・提案・質問等 なし 

 

基本施策１－２ 協働のまちづくりの推進 

意見・提案・質問等 なし 

 

基本施策１－３ 健全で効率的な行政運営の推進 

意見・提案・質問等 なし 

 

基本施策１－４ 職員の資質の向上 

意見・提案・質問等 なし 

 

基本施策１－５ 小さな拠点の形成 

意見・提案・質問等 なし 

 

 

２ 教育・文化・子育て 

 ～飯南から世界を舞台に活躍できる人材を育てる～ 

基本施策２－１ 子育てしやすい環境づくり 

【意見・提案等】 

施策 18 地域ぐるみで子どもを育てる仕組みづくり 

・夏休みの児童クラブは 4 年生以上が対象になっておらず、支援学級の児童が一

人で家におられるという状況がある。そういう子どもを支援する場所が必要。 

・困難さを抱える子どもの支援も施策の柱に入れたほうがよい。 

【質問等】 

Ｑ：町内の中学校から飯南高校へ進む割合は何％か。また、町外の高校へ行かれ

る理由は何か。 

Ans：年によってばらつきはあるが、この春の数字は約 80％。技術系の仕事を目

指す方や、部活動の関係で出られる方もおられる。 

 

 



 

 

 

基本施策２－２ 保小中高が連携した学校教育の充実 

【意見・提案等】 

施策 28 飯南高校の魅力化 

・寮の食事にもっと町の野菜を使ってはどうか。 

・町外の高校生が夏休みなどの短期間、飯南町に来てもらえるプログラムがあれば

親御さんに興味を持ってもらえるのでは。 

 

基本施策２－３ 地域で育む教育環境づくり 

意見・提案・質問等 なし 

 

基本施策２－４ 生涯学習の充実 

意見・提案・質問等 なし 

 

基本施策２－５ 平等に暮らせる社会づくり 

意見・提案・質問等 なし 

 

 

３ 産業 

 ～誇れる産業を創出し、飯南町のブランド力を高める～ 

基本施策３－１ 飯南ブランドの構築 

【意見・提案等】 

施策 42 ブランド化の推進 

・米のブランド化をするのなら、しっかりとした計画と予算の集中投資をしないと難

しい。 

・個性的なお米がたくさんあるのが飯南の特徴だと思うので、個性的なお米を作っ

ているんだよというブランディングをしてみては。 

 

基本施策３－２ 農林業の振興 

【意見・提案等】 

施策 45 循環型農業の推進 

・無農薬栽培を進めてはどうか。 

施策 50 産直直売体制の強化 

・広島に八百屋を開いた飯南町出身の方がおられるので、その方を支援することで

農業者支援にもなるのではないか。 

・ＪＡへの出荷も必要だが、ＪＡの買取だけだと苦しい。買取価格等努力するよう促

してもらいたい。 



 

 

 

基本施策３－３ 観光の振興 

【意見・提案等】 

施策 56 自然体験の場・ガイド育成 

・山の中を走るトレイルランがあるが、お金を落としてもらうのは難しいかもしれな

いが、走る道の草刈りなど、環境整備を手伝ってもらう仕組みがあってもよいので

はないか。 

【質問等】 

Ｑ：サイクリングの道路整備については、自転車に乗る人がお金を落としているか

疑問で、費用対効果の面ではどうか。 

Ans:最近はコロナで中止になっているが、サイクリングイベント等ではお金を使っ

てもらえている。 

 

基本施策３－４ 商工業等の振興 

【意見・提案等】 

施策 57 経営基盤の強化 

・子どもを増やすためには働く世代に I ターンできてもらわないといけないので、企

業誘致を進めてはどうか。 

【質問等】 

Ｑ：特定地域づくり協同組合にはどういった企業が加入しておられるのか。また飯

南町の特色はあるか。 

Ans：9 割近くが農業関係の事業所。飯南町ではスキー場や赤名酒造など冬場の

仕事を確保できている。 

 

 

４ 保健・医療・介護・福祉 

 ～地域の力ですべての住民の健康と長寿をめざす～ 

基本施策４－１ 健康づくりの推進 

【質問等】 

Ｑ：コロナの関係で、マスクの着用やワクチン接種を副作用等の情報も出さずに進

めている。放送もされて選択肢がないような感じがする。副作用等調べて実施し

ているのか。 

Ans:強制的に感じられるのであれば、周知の仕方を考える必要がある。ワクチン

接種を希望されるかどうかの段階で、副作用について案内している。打つか打た

ないかは本人の希望だと認識している。マスクもワクチン接種も効果的という認

識で実施している。 

 



 

 

 

基本施策４－２ 地域医療の維持・充実 

意見・提案・質問等 なし 

 

基本施策４－３ 地域福祉の充実 

意見・提案・質問等 なし 

 

基本施策４－４ 高齢者などにやさしい環境づくり 

【意見・提案等】 

施策 71 新たな高齢者サービスの創出 

・クラインガルテンが高齢者移住につながるのかわからない。 

・計画に入れてあるからどうしてもやらなければならないのではなく、時代に応じて

柔軟に力を振り向けるところを変えてもよいのではないか。そのほうが成果が出る

のではないか。 

 

 

５ 生活環境 

 ～快適な環境で安心して生活できる～ 

基本施策５－１ 定住の促進 

【意見・提案等】 

施策 75 住環境の整備 

・新しい住宅を建てるのもよいが、古民家を再生した方が地域になじんでもらえる

のではないか。そういう部分に助成をして、何世代にもわたって長く住んでもらえ

るようなシステムを作ってはどうか。 

施策 77 定住環境情報の発信 

・全ての年齢層を狙わずに、世代を絞ったほうが効果的ではないか。 

【質問等】 

Ｑ：住宅施策は充実しているが、ＵＩターン者の仕事に対する反応はどうか。 

Ans：Ｉターン者が職を変えられるときに選択肢がなく転出されるケースが多く、定

住施策の中で力を入れる必要がある部分であると思う。 

 

基本施策５－２ 生活基盤の整備 

【意見・提案等】 

施策 80 公共交通の充実 

・自動運転はアンケート等とられて、もう少し有効な時間帯を調べるとよいのでは。 

・自動運転は観光客の利用も多いようなので、町民は無料にして観光客を値上げ

する方法もあるのでは。 



 

 

 

【質問等】 

Ｑ：告知放送で各団体からのお知らせができない状況だが、できるようにならない

か。 

Ans：以前はできるようにしていたが、告知放送が多くなり住民の方からも指摘が

あり、特別な放送しかできないようにした。要望が多くなれば検討したい。 

Ｑ：高校スクールバスについてうまく時間があわない場合がある。 

Ans:スクールバス、生活路線バスで調整しながら利便性の向上に努める。 

Ｑ：自動運転の 1日の利用はどれくらいか。 

Ans：冬場には 0 人の日もあり、半年間で 412 人の利用であった。分析をして利

便性向上に努める。 

Ｑ：自動運転は湿地帯やもりのすなど観光地に行けるようにしてはどうか。 

Ans：電磁誘導線の上しか走れないので、今後どういう形が良いか研究する。 

Ｑ：町営バスの 54号バス停の間隔が広い。手を上げたら停まってもらえないか。 

Ans：国道は安全に乗降できる場所でないとバス停が設置できないため、どこでも

というのは難しい。 

 

基本施策５－３ 消防・防災対策の充実 

【意見・提案等】 

施策 89 防災設備の整備 

・スマートフォンで住民が災害情報を町に提供したり、町から災害情報をリアルタイ

ムで送れるような仕組みがあるとよい。 

施策 91 消防施設と消防団活動の充実 

・消防団員については、町外で働いている人を数合わせで加入させているのは意

味がないので、町内で働いていて即応できる人を重視すべき。 

・災害情報の提供については、見回りをする消防団が提供する方法もあるのでは

ないか。 

【質問等】 

Ｑ： 飯南町の緊急電源の確保状況はどうなっているか。 

Ans： 自動車メーカーと、ＥＶ車から避難所に電源を供給してもらう災害支援協定

を結んでいる。 

 

基本施策５－４ 防犯・交通安全の充実 

【質問等】 

Ｑ：その時々で子どもが帰る状況は変わるが、防犯灯の新設予定はないか。 

Ans：要望があれば設置場所を移動して対応しているが、どうしても不足している

ということがあれば協議していきたい。 



 

 

 

６ 自然環境 

 ～豊かな自然を守り生かす～ 

基本施策６－１ 自然環境の保全 

意見・提案・質問等 なし 

 

基本施策６－２ 地球温暖化防止対策の推進 

意見・提案・質問等 なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

５ 評価委員会の開催日程と時間 

  開催日：令和４年８月２日（火） 

  場 所：飯南町役場 ２階会議室 

  時間と説明する事業数 

１３：３０～１４：２５ 全体説明、まちづくり推進課 

１４：２５～１４：５０ 総務課 

１４：５０～１５：１０ 建設課 

１５：１０～１５：２０ 休 憩 

１５：２０～１５：４０ 住民課 

１５：４０～１６：３０ 産業振興課 

１６：３０～１６：４５ 教育委員会 

１６：４５～１７：００ 保健福祉課・福祉事務所・飯南病院 

 

 

６ 添付資料 

・【資料１】評価委員会名簿 

・【資料２】第２次飯南町総合振興計画・第２期飯南町総合戦略重要業績評価 

指標（KPI）一覧 

・【資料３】令和３年度 地方創生推進交付金事業実績 

      ～国立公園「三瓶山」を核とした観光振興～ 

・【資料４】令和３年度 地方創生推進交付金事業実績及び令和４年度事業 

      ～森林資源活用による林業の魅力づくりプロジェクト～ 

・【資料５】令和３年度 地方創生推進交付金事業実績及び令和４年度事業 

      ～高校を核とした新たな人づくり・人の流れづくりプロジェクト～ 

・【資料６】令和３年度 総合振興計画の施策実施状況報告書 

  



 

 

 

７ 令和４年度 飯南町総合振興計画等評価委員会 

委員氏名 所 属 等 備 考 

吾郷由美子 飯南町社会福祉協議会 地域福祉課 課長 委員長 

高橋 利英 公募による住民 副委員長 

加津山幸登 飯南町商工会 事務局長  

影山 和典 飯南町 PTA連合会 副会長  

徳永 光子 ㈱山陰合同銀行 赤名出張所 出張所長  

小玉 泰宏 山陰中央新報社 出雲総局 次長  

貫田 理紗 
島根県中山間地域研究センター 

地域研究科 研究員 
 

和泉元 亨 農業者  

高岡 善絵 公募による住民  

神所由佳里 公募による住民  

 

  


